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学校教育目標の達成に向けて、持続的な幸せを求めた「Well－being」を掲げさせていただいてか

ら３年目となりました。 

この「Well－being」になるための４つの因子は、「幸

福」という観点から、まちづくりへの提言を行ってい

る日本における「幸福学（well-being study）」研究の

第一人者、慶應義塾大学大学院 教授の前野 隆司氏の

研究の成果です。本校の図書館には、前野教授の奥様

で「誰もが幸せに生きる社会を創りたい」と夫の前野

教授と一緒に研究をしていらっしゃるＥＶＯＬ株式

会社代表取締役ＣＥＯの前野マドカ氏の著書「君だけ

の幸せって何だろう」があります。  

本年度は、その著書を参考に「やってみよう」「ありがとう」「なんとかなる」「ありのまま」

を整理しなおしてみました。いままでより分かりやすい言葉になっているのではないかと思います。 

  

Well-being では、誰かの「幸せ」のために誰かが「不幸せ」になったり、一瞬の「幸せ」のため

に何かが犠牲になったりすることは想定されていません。  

 

子どもたちが自分や周りのみんなの幸福を自分でつかみ取れるよう

になってほしいと思っています。もちろん、本校で働く職員も保護者

の皆様も地域の方々も一緒に幸福になれることがねらいです。 

チャレンジをすれば、当然うまくいかないこともありますが、挑戦

しなければ成功もありません。左図の

ようにＡＡＲサイクルを回し「うまく

いかなくても再チャレンジできる」そんな風土になるとうれしい

です。 

ここで重ねてのお願いです。子どもたちの幸せのためによりよい

教育を行うことができる教育環境をつくるために働き方改革を進

めていきます。教育環境のひとつである学校職員の健康や資質を

維持・向上するための時間を作り、学校の質を上げていくことは

大変重要であると考え、ＰＴＡ総会でもお願いをし、ご承認いた

だきました。 

今年度よりコミュニティースクールとなります。学校運営協議

会で熟議を重ね、今後も、地域の子どもたちを協働して育んでい

けるよう、ご理解とご協力をお願いいたします。  
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